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The citizen participation of the process of public art policy is very important in Taiwan, which is 
secured by the “Regulations Governing the Installation of Public Artwork”. Meanwhile, it also 
highlights the fact that citizen participation becomes the formal procedure which is just for 
conforming to law and remains at the surface-level of participation. In this study, I analyze 14 cases 
about the citizen participations in Japan, by 5 stages of process of public art project, 4 types of public 
art and 3 levels of citizen participation. According to the result, I offer 3 suggestions about the citizen 
participation of public art in Taiwan:  
1. The citizen participation plan is made on the basis of understanding that the public opinions 
appear on the level of the overall plan or installation process of artwork, depends on the type of 
public art is object-oriented or process-oriented. 2. It is helpful for forwarding the citizen 
participation at the early stages of the process of public art project by cooperating with regional 
frameworks. And the continuity of plan and the accumulation of experiences are useful for 
collaborative planning. 3. It is easier to participate by the development of the art management skill 































                                                             
1 公有建築にはアートワークを設置し、予算は建築予算の 1％以上をあてること。 
2 文化芸術奨励法第 9 条第 5 項の規定に基づき、パブリックアートの設置に関する規則である。原文：公共藝術設置
辦法（Regulations Governing the Installation of Public Artwork）。 
4 
トの現状と、第 1 章の理論と台湾国内の研究者の指摘を基に、台湾が抱えている課題を提出し、
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NEA の彫刻プロジェクト（APP プログラム） 
今日的意味でのパブリックアート概念の成立は、NEA（全米芸術基金）が APP プログラム（Art 
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加のはしご」モデル（Ladder of citizen participation）を提示した（図 1）。下から上に向かって
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は 8 つの段階を 6 つに減らしたが、内容的には大きな修正がない。 
57 佐藤(2006), pp.6-8 
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第 1 節 台湾のパブリックアートにおける市民参加 
本節の第 1 項では、台湾の「公共芸術設置規則58」という全国統一の法令の概略を紹介し、
規定された市民参加の現状を整理する。第 2 項では、台湾国内の研究者に指摘された台湾のパ







                                                             
58 文化芸術奨励法第 9 条第 5 項の規定に基づき、パブリックアートの設置に関する規則である。原文：公共藝術設
置辦法（Regulations Governing the Installation of Public Artwork）。 
59 原文では「藝術介入空間」計劃。 
60 原文：文化藝術獎助條例（Culture and Arts Reward Act）。 
17 
リックアートを設置し、予算は建築予算の 1％以上をあてることとする61」と規定されている。




アーティストの選定方法などを定めている。条文の概要は表 1 にまとめたとおりである。 
















術設置規則」第 5 条には、パブリックアートの設置予算が 30 万台湾ドル66以下の場合、この予
算を地方政府の文化芸術基金に寄託し、もしくはパブリックアート教育普及活動を行うことも
                                                             




64 蔡榕娣(2007), pp.22-24 
65 蔡榕娣(2007), p.73 
66 日本円にして約 85 万くらい（2012 年 11 月の時点に）。 
18 
できるという規定がある。この 30 万台湾ドル以下のパブリックアート教育普及活動は 2010 年
に増加して 30 件になり、2011 年に 82 件と全体の 36 パーセントに達している（一般の設置計
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第 2 節 日本のパブリックアートにおける市民参加 
 日本におけるパブリックアートの始まりは、60 年代の自治体による彫刻設置事業と考えられ
る83。第 1 項では、60 年代から今日に至るまでの間の、日本におけるパブリックアートの変化










70 年代以降、「地方の時代、文化の時代」という政策風潮の影響を受け、そして 1980 年代後
半以降はバブル景気の追い風もあって、野外彫刻は全国に乱立してしまった85。その頃、「彫刻
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83 自治体の彫刻設置事業による屋外彫刻を日本型パブリックアートの原型と位置づける。八木、竹田(2010) 
84 一般社団法人住まい・まちづくり担い手支援機構編(2011), p.11 
85 村田(2002), http://www.dnp.co.jp/artscape/series/0202/murata.html（2012.12.26 閲覧） 
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公害」をめぐる様々な議論が起った。作品の数や設置の場所と表現手法（裸婦像など）の適切
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第 3 章 事例分析方法 
本章の第 1 節では、事例を分析するために設ける 3 つの分析軸を提示する。また、この 3 つ
の分析軸で「パブリックアートの市民参加モデル」を築く。第 2 節では、今回の調査対象とし
ての 14 事例を紹介する。 
 
第 1 節 比較分析モデル 
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今回の調査件数は 14 件である。「都市開発型」は 8 件、その中に「連続型」2 件、「単発型」













                                                             



















































































第 4 章 調査結果 






第 1 節 設置プロセスの段階から見る 
4.1.1 「1.総合計画を含む上位計画」 
「1.総合計画を含む上位計画」段階で市民参加を行った事例は、民間組織が自主的に発案し
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第 2 節 パブリックアートの類型から見る 
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されるので、それらを手掛かりに理解した。和訳は大山(2010), p.30、世古(2001), p.40 を参照すること。 
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表 1 台湾の「公共芸術設置規則」の条文概要 
 
注：原文：第一章 總則；第二章 審議會組織及職掌；第三章 執行小組及報告書之編製；第四章 徵選方式及徵選會
議；第五章 鑑價、議價、驗收及經費；第六章 管理維護計畫；第七章 附則  
章節 概要 
第一章 総則（第 2～7条） 本規則における各委員会の説明、規定の業務範囲、中央
と各県市政府の責務など 
第二章 審議委員会の構成と責務





















（第 26～27 条） 
作品をメンテナンスする計画（予算の確保）の内容と設
置完成後 5年間に移動できないという規定。 
第七章 附則（第 28～35条） ― 
 50 






































応募作品の展示会を行う     







民衆に作品制作に参加させる     
公開制作により市民に創作方法を習わせる     
ワークショップ     
ドキュメンタリー映画を撮影する     




出版物の発行（記録集、パンフレット）     
ドキュメンタリー映画の発行     
ウェーブサイドの製作     
オープニング式の開き     
アーティストが現場でガイドする     
パフォーマンスとコーオペレイション     
メディアの広報宣伝     
パブリックアートを教案になる     




注：台湾パブリックアートウエーブサイトを参照。http://publicart.moc.gov.tw/downloads/index.php （2012.12検閲）  
 51 





















表 4 事例収集総表 
注 1：書く事例の詳細は、参考資料を参照すること。 
注 2：（○）実行委員会に市民代表を参画させるが、アーティストの選定に加わるかどうかが読み取れない事例である。 




































○3  ファーレ立川 
アートプロジェクト 
1994 
   
○ ○ 




○ ○ ○ ○ 
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○8  武蔵野市立大野田小学校 2007 
  












○ ○ ○ ○ 
○10  モダン de 平野 1996- 
1999 
○ ○ （○） ○ ○ 




 ○ ○ ○ ○ 








○13  とかち現代アート展 
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2002 
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2002 
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共同計画  ○ ○   
印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
アートツアー、見学会    ○ ○ 
展覧会    ○ ○ 
講演会    ○ ○ 
シンポジウム    ○ ○ 
彫刻ゼミナール    ○  








出版物：作品集 2 冊(約 5 年一回)、彫刻冊子 2 冊。市民に配布。 





シンポジウム 1984 年と 1989 年、計 2 回。1984 年の講師は第 2 作のアーティスト 





























共同計画  ○ ○   
印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
説明会    ○  
フォーラム    ○  
公開制作    ○  
アートツアー、見学会     ○ 
共同制作    ○  
内容 
共同計画 高岡市パブリックアートまちづくり市民会議市民会議。指名者 20 名、公
募者 13 名、依頼者 20 名合わせて 53 名で構成。パブリックアートに関す
る企画、設置事業、教育研究活動、広告、清掃活動を行う。 
















主催 都市‧住宅整備公団 東京支社 
所在地 東京都立川市曙町 2 丁目 8 及び 35～41 番 
完了日付 1994 年 10 月 
設置目的、コンセプト 立川市は新長期計画の基本方針として「都市景観の形成」を揚げ、まちづくり
のテーマを「文化とやさしさ」として、「文化」を具体的に表す一つの方法と



















プレス活動    ○  
印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
シンポジウム     ○ 
講演会、レクチャー    ○ ○ 
レセプション     ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
講座     ○ 
ボランティア活動     ○ 
内容 





講演会、レクチャー 計 7 回、一般向けの 2 回、市役所職員向けの 1 回、ロータリークラブに
ての１回、学会向けの 3 回。 
レセプション 参加者約 600 名 



































共同計画  ○ ○   
印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
アートツアー、見学会     ○ 




















所在地 兵庫県芦屋市陽光町 6 番（県営）、5 番（市営） 






















印刷物、出版物、ウェブサイト    ○ ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
シンポジウム     ○ 
講座    ○  
作品の共同運営    ○ ○ 
共同制作    ○  
内容 
印刷物、出版物、ウェブサイト レンゲ通信：1997.11.4－1998.6.12 計 8 号、「楽農講座」のレポート 







































印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
共同制作    ○  
内容 
印刷物、出版物、ウェブサイト 出版物：共生空間 Psi のプロジェクトの記録書、カタログ 
アートツアー、見学会 さいたま新都心情報発信イベントの一環として開催される 
共同制作 ペデストリアンデッキ・アート計画、アーティスト団体共生空間 Psi の
































共同計画  ○    
作品一般市民公募   ○   
地域企業との協働    ○  
内容 
共同計画 特徴化検討委員会：建築関係者、地元関係者で結成される組織 







主催 武蔵野市 武蔵野市教育委員会 
所在地 東京都武蔵野市吉祥寺北町 武蔵野市立大野田小学校 





















説明会   ○   
展覧会   ○   
市民投票   ○   
共同制作    ○  





市民投票 市民投票(1 人 1 票）、大野田小学校児童（1 人 2 票）、無記名投票で行う 
共同制作 ピロティ、床面の作品ワークショップ（授業）の実施と、それを反映さ
せた作品制作にあたり、 


































印刷物、出版物、ウェブサイト  ○ ○ ○ ○ 
シンポジウム    ○  
講演会、レクチャー、セミナ  ー    ○  
展覧会     ○ 
オープンスタジオ     ○ 
アースワークスクール  ○ ○ ○ ○ 
共同制作    ○  
内容 
印刷物、出版物、ウェブサイト 印刷物：チラシ、絵葉書、ガイドブック（1996 年）など 
出版物：作品の記録書、プロジェクト構想、教育普及プログラムの内容 
ウェブサイト：1995 年開設。内容は提案、協議の記録、作品の紹介、イ
ベントの情報など。アースワークニュース、1994－2000、計 38 回 




講演会、レクチャー、セミナ  ー 講演会：テーマはダム、環境、芸術、建築、歴史など、1－2 回／年 














アースワークスクール 1996－2000 年間、2－12 回／年。小・中学校から老人大学まで、講義・
演習・出前授業など様々な形で地域と芸術活動との接点を拡げる教育普
及活動。内容はアーティストによる様々な創作活動の体験など。 










⑩モダン de 平野 
主催 モダン de 平野実行委員会（地元アーティスト、平野の町づくりを考える会） 
所在地 大阪市平野区旧平野郷 
完了日付 1996 年～1999 年、第 3 回 1998 年 07.19－26 
設置目的、コンセプト 全体計画：町を視る、聴く、話す。第 3 回：アートと町の幸せな出会い 
施設の性質 町のなか 
アートディレクター 樋口よう子（平野地元アーティスト）川口良仁（平野の町づくりを考える会） 














共同計画 ○ ○ （○）   
印刷物、出版物、ウェブサイト    ○ ○ 
ワークショップ    ○ ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
共同制作    ○  
ボランティア活動    ○ ○ 
内容 
共同計画 地元アーティスト＋平野の町づくりを考える会 





































共同計画  ○ ○ ○ ○ 
説明会**   ○   
印刷物、出版物、ウェブサイト    ○ ○ 
フォーラム   ○  ○ 
オープンスタジオ*    ○  
展覧会  ○ ○ ○ ○ 
児童画展    ○  
アートツアー、見学会*    ○  
ワークショップ    ○  
アーティストの学校派遣    ○ ○ 
TAP 塾  ○ ○ ○ ○ 
作品の共同計画、制作**    ○  
ボランティア活動**    ○ ○ 
内容   
共同計画 実行委員会に市民組織を含む。運営会議：2 回／月、市民が企画の立案か
ら運営まで、実働メンバーとして携わる 
印刷物、出版物、ウェブサイト 印刷物：ニューズレターTAP 通信、チラシ 
出版物：2005、2006 年記録集 
ウェブサイト：1999 年からの記録、ニュース、計画理念などを掲載 
説明会** 公募説明会、2 回 





オープンスタジオ* 年度主要事業、取手在住の 32 組アーティスト 
展覧会 取手アーティストの企画展：過去に TAP に参加したアーティスト 
TAP サテライトギャラリー：8 回。過去に TAP に参加したアーティスト 
児童画展 2005 年、18 校 980 名児童参加。2006 年、910 名児童参加 




2006 年、プロジェクト 2「仕掛けられた日常」の体験 
アーティストの学校派遣 2005 年、10 回。児童画展の絵を描く授業をサポートするワークショップ
とアーティストオリジナルのワークショップの 2 タイプ。2006 年、9 回 
TAP 塾 7 回／年。TAP 運営を担う人材を発掘することを目的とする。レクチャ
ー以外、年度計画の企画運営への参画などの実務体験もある 
作品の共同計画、制作** 2006 年、プロジェクト 2 の「取手の坂には音がある」作品は、「取手の
坂道愛好会」と連携して作られた。市民と意見を交わし、10 回のリサー
チを経て作品をつくる 
ボランティア活動** プロジェクト 3「仕掛けられた終末処理場」、現場の掃除、技術協力など。 
 
注： 
1 主要事業は「公募展」と「オープンスタジオ」を隔年で開催する。今回は「オープンスタジオ」の 2005 年と「公 
募展」の 2006 年と連続 2 年を調査する。 
2 「*」は 2005 年の計画を示す。「**」は 2006 年の計画を示す。標示していないのは恒例事業を示すが、TAP 





主催 多摩川アー トラインプロジェクト実行委員会、NPO 法人大田まちづくり芸術支援協会 
所在地 東京都大田区、東急多摩川線全 7 駅、新田神社、田園調布せせらぎ公園、大田
区立矢口南児童公園、大田区役所本庁舎 



















共同計画  ○ （○）   
説明会    ○  
プレス活動    ○  
シンポジウム    ○ ○ 
講演会、レクチャー     ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
ワークショップ    ○ ○ 




プレス活動 記者会見、会期前に大田区役所本庁舎で行う（2007 年、2008 年） 




講演会、レクチャー アーティストによるトークショー、参加者約 60 名／回 

































印刷物、出版物、ウェブサイト    ○ ○ 
プレス活動   ○   
講演会、レクチャー、セミナ  ー    ○  
シンポジウム    ○  
アートツアー、見学会     ○ 
スクールプログラム     ○ 
共同制作    ○  










アートツアー、見学会 会期中に開催、計 24 回 
スクールプログラム 20 小学校約 900 人参加、鑑賞と造形実作活動。教育委員会の宣伝協力。 
ワークショップ 《ダラス―カレワラ》の作品予告。 
共同制作 岩井成昭―100 名以上の住民に向けて、「雪」についてインタービュー 
《nIALL Project 帯広》、三回 



























説明会    ○  
印刷物、出版物、ウェブサイト     ○ 
プレス活動     ○ 
シンポジウム     ○ 
講演会、レクチャー、セミナ  ー     ○ 
鑑賞講座     ○ 
アートツアー、見学会     ○ 
共同制作    ○ ○ 






講演会、レクチャー、セミナ  ー テーマ「美術の現在、美術の現場」 
アートツアー、見学会 バスツアー、計 2 回、35 名／回。 
鑑賞講座 80 名定員、会場内の内容を映像で解説 
共同制作 折元立身の《パン人間パフォーマンス》 、約 100 名幼児園園児が参加 
中村政人の《青空リンク》、参加者 20 名、取材、撮影、編集、発表する
ときの来場者は約 150 名。 
大久保英治の《土の記憶》、公開制作、参加者：日本文理大学大学生、
市民など 
ボランティア 作品の制作の助手 
 
 
